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令和３年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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解 説

1. GSS-P102Lが、計138人集積され、これはこれまでで最大の解析数である。

2. 平均発症年齢は55.3歳、家族歴を有する割合は90.6%にのぼった。

3. 初発症状は75.6%が小脳失調であり、認知症の14.6%を大きく上回った。

4. MRIの高信号を有する群、脳波のPSDを有する群は有しない群と比較して
死亡までの期間が有意に短かった。


